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 ３月１日（火）、第８期生３６名が三笠高校を巣立ちました。体育館式場に 

おいて、来賓、保護者、教職員が見守る中、行われました。在校生は、学年毎 

に２つの特別教室において、ZOOM配信視聴による出席としました。 

校長式辞 

  冬らしい寒さと積雪の見られたここ三笠の地にも、少しずつですが春の訪れが感じられる日々となりました。 

 本日、御来賓の方々、並びに保護者の皆様方の御臨席を賜りますとともに、多くの方々からの祝意をいただく中で、

北海道三笠高等学校第８回卒業証書授与式を挙行できますことを、大変うれしく思い、心から感謝申し上げます。 

 さて、卒業生の皆さん、卒業おめでとうございます。皆さんの高校生活は、何かと落ち着かない三年間だったと思わ

れます。しかし、そのような中でも、皆さんは本校の良き伝統を引き継ぎ、知識や技術をしっかりと自分のものにし、

資格や検定、エソールでの営業や商品開発、地域のイベントや企業との共同開発、そしてコンクールなどで、高い評価

をいただきました。皆さんのたゆまぬ努力は大変立派なものでした。 

 卒業後にそれぞれの道を歩む皆さんは、自分の好きなことややりたいことがあり、そのモチベーションにより就職

先・進学先を選んだことは、言うまでもありません。新たな環境と新たな出会いの中で、自分の力を存分に発揮したい

と今は考えているでしょう。ところが、現実とは、なかなか自分の思いどおりにはならない一面があり、もしかしたら、

４月から会社では下働きや雑用ともとれることしかさせてもらえなかったり、自分の希望するポジションとは違うとこ

ろに配属されたり、本校で習ったこととは違うやり方だったり、など、イメージしていたもの、期待していたものとは

違う現実が、４月から皆さんの前に立ちはだかるかもしれません。 

 そのようなときはどうするか。そのときには「自分に合わない」とすぐに決めつけず、しばらくは、自分がその環境

に合わせる、という選択をしてほしいです。自分から好きになるよう努力をする。選んだ道を、自分で正解にする。会

社が命じた環境を、今置かれてる現実を、好きになる努力をする。こういう努力は、特に若いときには経験してもよい、

と考えます。 

 さらに、皆さんは４月からは自由度が高くなるとともに、皆さんを守っていたものや導いていた枠からは外れていき

ます。つまり、周囲の人たちに依存するような甘えが、今後はできなくなり、常に自分のやる気や覚悟が試されること

になります。であればこそ、自分の信じた道を大いに突き進みましょう。トライしなければ失敗はありませんが、何か

を手に入れることもありません。 

 人生の扉は、自動ドアではありません。もし、自分が信じる道の扉が閉ざされていたら、こじ開けるくらいの勇気と

行動力が必要です。こういうことも、若いうちにぜひ経験してほしいことの一つです。 

 ただし、我が道を信じてひたすら進むと、周りを見る余裕がなくなってしまうことがあります。他人を蹴落としたり、

人を踏み台にして自分が登っていくような生き方。こういうことは、してはいけません。他人を大事にしないと、結局

は自分がそのようにされる立場になります。 

 東ヨーロッパでは戦争が始まりましたが、人類は本来、助け合い、支え合いながら生きていくものです。自分を許し、

他人を許し、他人を頼り、他人に頼られながら、優しさと思いやりをもった人間関係を、皆さんの周囲に築いていって

ください。 

 置かれた現実を受け入れ、自分の信じた道を進む強さと、人を思いやる優しさの、両方を併せもつ、素敵な大人にな

ってほしいです。以上、校長から８期生の皆さんへの、贈る言葉とします。 

令和３年度 第８回卒業証書授与式を挙行 



 終わりになりますが、今後は同窓生の立場として母校を応援・支援してくれたら嬉しいです。本日、卒業する皆さん

の前途が幸多からんことを心より願い、式辞といたします。 

  北海道三笠高等学校長  鈴 木   浩 

 

卒業生答辞 

やわらかな日差しが心地よく、春の訪れを感じる季節となりました。この佳き日に私たち卒業生 

３６名のためにこのような素晴らしい式を挙行してくださり、誠にありがとうございます。ご来賓 

の皆様、保護者の皆様、ご多忙の中ご臨席賜りましたことを卒業生一同心よりお礼申し上げます。 

思えば３年前、新しい制服に身を包み、これから始まる学校生活への期待と不安を胸に、学校の門をくぐりました。 

教室に入り、黒板に一人一人将来の夢を書いたことを覚えています。その夢を叶えるため、私たちは三年間様々なこと

を経験してきました。そして、そこで多くの方に支えられてきました。先生方、授業や実習、部活動や寮生活など優し

く、時には厳しく指導してくださり、私たちはずいぶん成長することができました。たくさんご迷惑をおかけしました

が、見捨てず、３年間指導してくださり、本当に感謝しています。 

在校生の皆さん、部活動や寮生活、行事などで私たちの姿はどう映っていたでしょうか。至らない点もあったかと思

いますが、これまで私たちを信じてついてきてくれたこと、卒業生一同、心から嬉しく思っています。次は皆さんが先

輩になります。困ったときはお互いに協力し合い、より良い学校を作っていってください。皆さんの活躍を期待してい

ます。 

８期生の皆、三年間本当にありがとうございました。皆と過ごす時間は本当に楽しく、一人一人尊敬するところが沢

山あります。特に、私が思う８期生の良いところは、それぞれが何事にも全力で取り組めるところ、行事など全員で楽

しもうとするところだと思います。今年度のスポーツ大会では、優勝を目指し、それぞれの思いを胸に全力で挑むこと

ができました。結果、見事総合優勝することができ、とても思い出に残っています。また、２年生の終わりにはクロフ

ォード公園へミニ遠足に行きましたね。水風船を大量に膨らませ、全身びしょびしょになるまで投げ合いました。それ

ぞれが全力で楽しむことのできる八期生だからこそ、全員で楽しむことができたのではないかと思います。修学旅行は、

全員で行けませんでしたが、行けない人のぬいぐるみや名札を持っていき、連絡を取り合い、気持ちは一つだったと思

います。田巻先生だけマリオエリアに入れた USJ、ダンスやバンドなどそれぞれが活躍した学校祭、みんなで協力し

ながら進めた実習、何度も心が折れそうになった部活動、皆との思い出はここでは話しきれないほどたくさんあります。 

辛いときは相談に乗ってくれて、他愛のない話で盛り上がり、行事では一緒に楽しんで、時には喧嘩もしました。色

んな思い出や困難を皆と乗り越えてきたから、私は今こうしてここに立っています。感謝してもしきれません。そんな

仲間たちと出会えたことは一生の宝物です。これから別々の道に進むことになりますが、それぞれの道で皆が活躍する

ことを願っています。 

 最後に、両親へ。たくさんわがまま言って、たくさん迷惑をかけました。それでも、迎えに来てくれたり、話を聞い

てくれたり、本当にありがとう。お父さんと料理の話をしているときは本当に楽しいです。そして、いつも恥ずかしく

て言えないけれど、お客さんの前や家で料理をしているお父さんの姿がとても好きです。私が調理師を目指すきっかけ

でした。これからもおいしいご飯をよろしくお願いします。お母さんは、私が辛いときにたくさん相談に乗ってくれま

した。自分にない考えや視点をくれるので、尊敬しています。まだまだわがままを言って迷惑をかけてしまうかもしれ

ませんが、私の前進する姿をこれからも見守っていてください。 

私たちは、今日、三笠高校を卒業します。入学式で黒板に書いたそれぞれの夢への一歩です。この三年間で培った知

識や技術を生かし、夢を叶えるためにこれからも精進していきます。 

 最後になりますが、本日ご臨席の皆様のご健康とご多幸をお祈りし、答辞とさせていただきます。 

  卒業生代表 谷 奥 由 羽 

 

今後の主な行事予定（令和４年３月） 
1(火) 第８回卒業証書授与式 17(木) スクールカウンセラー来校日 

2(水) 生徒休業日（～７日）、閉寮（12時～） 18(金) 三笠中学校１学年学校見学 

7(月) 生徒休業日、開寮（1３時） 19(土) スクーリング（～２１日） 

9(水) スクールカウンセラー来校日 24(木) 修了式、離任式、午前授業 

10(木) １学年学力テスト 25(金) スクーリング（～２８日）、学年末休業（～３１日） 

16(水) ５分短縮授業、完全下校、検便回収日 29(火) 閉寮（12時～） 

MIKASA COOKING ESSORまごころきっちん、Cherieとも３月は店舗営業をいたしません。 

 

※休校に関わり、昨年１２月より年間授業時数確保の方策を講じています。 


